
 

 

 

 

 

 

 

「読書の秋」に、心にたっぷりの栄養を 

大田区立東調布第三小学校 

副校長 星 淳司 

朝夕の心地よい風に、確かな秋の訪れを感じる季節となりました。２学期

が始まり、学校での生活にも慣れ、学校に活気が戻ってきました。そんな東

三小では、ちょっと心を落ち着かせ、じっくりと本に向き合ってもらうため

にも、十月を「読書月間」としました。 

読書は、よく「心の栄養」と言われます。私たちは、本を開くだけで、時

空を超えて見知らぬ土地へ旅をしたり、自分とは違う誰かの人生を体験し

たりすることができます。物語の主人公に共感して涙を流したり、新しい知

識に「なるほど」と目を輝かせたりする経験は、こどもたちの想像力を豊か

にし、他者を思いやる優しい心を育てます。タブレットやスマートフォンな

どのデジタル画面に触れる機会が増えている今のこどもたちだからこそ、

静かに本のページをめくる時間は、こどもたちの情緒を安定させる大切な

ひと時になります。 

この読書月間をきっかけにこどもたちには、たくさんの本と出会ってほ

しいと考えています。また、16 日から 29 日は「家読」期間です。ぜひ、

ご家庭でも「読書の時間」をつくってみてください。 

 

 

学校だより 10 月号（巻頭言） 

令和８年９月３０日 
大田区南久が原 2-17-1 
電話  (3750)2260 
FAX  (3750)2280 

私的端末の使用に関する学校ルール 

   安心・安全な学校づくりを目指して、私的端末の使用に関する学校ルー

ルを作成しました。 

① 教職員は、自分個人の（スマホ・タブレット・デジタルカメラなど）を教室

に持ち込みません。 

② 教職員は、自分個人の（スマホ・タブレット・デジタルカメラなど）を使っ

て、こどもたちの写真や動画を撮りません。 

以上のルールを全教職員が厳守し、こどもの安心・安全を守ります。 


